
基 本 方 針
土地利用の方針としては、町内の各地域状況を踏まえ「市街地ゾーン」、「農業ゾーン」、「森
林ゾーン」の３つのゾーンを設定。周辺環境に配慮しながら、農業振興や企業進出、生活
環境の向上などに結びつく、効果的な土地利用を進めていきます。

市街地ゾーン 
●既成市街地の有効活用を図りコンパ   
　クトなまちづくりの推進。
●快適な生活環境の確保、景観地区
　や地区計画等の導入など、都市計画
　の見直しを検討。

農業ゾーン 
●自然環境や国土の保全、良好な景観
　形成と、優良な農用地の保全。
●企業進出に対し、一部農用地の他用
　途転換を図るなど、総合的な土地利
　用を推進。

森林ゾーン 
●森林地域の公益的･多面的機能が十
　分に発揮されるよう、整備と保全を推進。
●「道民の森」や「当別ダム」の整備を
　踏まえ、環境に配慮しながら、健康
　増進･レクリエーションの場として広
　く活用されるよう推進。
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当別当別第5次総合計画

【将来の展望】
当別町のめざす姿

自然を身近に感じ 
活力に満ちた 美しいまち 当別

当別町が描く将来のビジョン

活力を支える４つの力

【目標人口】
現状の自治体機能を維持し、今後も効果的
な行政を展開することを踏まえ、目標人口は、

20,000人に設定します。

目標人口を達成するため特に重要な施策
・農産物を活用した地域ブランドの創出
・起業の支援、企業誘致の推進
・公共交通の充実
・北海道医療大学学生の町内居住の促進
・移住促進事業

基 本 理 念

基幹産業の農業による豊かな恵みに感謝し、訪れる人を魅了する森林や田園など美しい自然景
観を守り育てる心を持ち、町民一体となって環境保全に取り組みながら、美しいまちづくりをめ
ざします。

協働の視点に立ち、町民・企業・団体・行政がそれぞれの立場からお互いを支え合い、安全・安心
が確保され、住みやすく、そして、いつまでも住み続けられる、活き活きとしたまちづくりをめざし
ます。

基幹産業である農業を機軸としながら、商工業との支え合いによる農商工連携の新しい産業構
造を構築し、農産物による地域ブランドの創造など、個性豊かなまちづくりをめざします。

札幌圏に位置している優位性・利便性を最大限活かし、地域ブランドの創出などによるまちの新
しい魅力を都市に向け積極的にＰＲしながら、農村と都市の文化・経済を融合させるまちづくり
をめざします。

 ①自然力

 ②共生力

 ③創造力

 ④発信力

既進出企業

国道

道道
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